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1.オ ペ レーテ ィング ・システム と逆 アセ ンブラ
逆 アセ ンブラに関す る論文 をは じめ と して,そ れの交法書,解 説書及び操
作手引書 等の マニ ュアル類 を現在に至 るまで筆者 は一部 も入手 していない。
今 日,メ ーカーか ら提供 され る電子計算機 システムは大型機か らいわゆ る ミ
くリ
ニ コソに至 るまでオペ レーテ ィソグ ・システム と呼ばれ る ソフ トウ ェアとハ
ー ドウ ェア本 体 とか ら構成 されてい る。
電子計 算機 を使用 して何か仕事を させ る時 ハ ー ドウ ェアで一番 重要 なのは
主記憶装置で あるが,一 般に主記憶 装置 は非常に高価 な ものであ る。優秀 な
オペ レーテ ィング ・システムが提供 され ていれば,実 装の主記憶装置 で処理
くの
で き る 以 上 の 仕 事 が 可 能 とな る 。
そ の 膨 大 な ソ フ トウ ェ ア の オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム は 管 理 プ ロ グ ラ ム
あ る い は モ ニ タ と 呼 ば れ る 制 御 プ ロ グ ラ ム(controlprogram)と処 理 プ ロ
グ ラ ム(ProcessingProgram)から成 っ て い て,制 御 プ ロ グ ラ ム は ス ー パ ー
バ イ ザ,タ ス ク管 理,デ ー タ管 理 及 び ジ ョブ 管 理 の モ ジ ュ ー ル か ら構 成 さ れ
て い る。 一 方,処 理 プ ロ グ ラ ム は 制 御 プ ロ グ ラ ム 以 外 の プ ロ グ ラ ム で,言 語
プ ロ セ ッサ,ユ テ ィ リテ ィ,ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム 及 び ユ ー ザ ・プ
ロ グ ラ ム に 分 類 す る こ とが で き る 。
(1)構成 図 の一例 は図1.を参照 の こと.狭 義 のオペ レーテ ィング ・システ ムは制御
プ ログ ラムだけ を指 し,広 義では ソフ トウェア全 般を指す。 制御 プ ログ ラムは ハ
ー ドウェア と処理 プ ログ ラムのイ ンタフェースを受 け もってい る.
(2)ただ し,デ ィス クや ドラム等の二 次記憶 装置が必 要なのは い うまで もない.仮
想記憶 を扱 える制 御 プ ログ ラムの下 では,ほ とん ど無制限 に プ ログ ラムを組 む こ
とがで きる,
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大体,電 子計算機 システムの性能 の評価は狭い意味では,オ ペ レーテ ィン
グ ・システムの評価 とな るので,ユ ーザが オペ レーテ ィング ・システムを全
く意識 しないで作成 した プ ログ ラム と十分考慮 して作成 した プログ ラム とで
は,プ ログ ラムの実行速度や フ ァイル処理等 の面で優劣が現われて くる。
しか し,多 くのユ ーザ は言語 プ ロセ ッサ,中 で もフ ォー トランや コボル等
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の コンパ イラ言語で処理 プログ ラムを作成す るので,オ ペ レーテ ィング 。シ
ステ ムの きめ細か なサー ビスを受け ることはで きない。PL/1のよ うにhigh
く　　 タ
1evelなコ ンパ イ ラは,オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム と い う 環 境 に よ っ て 言
(4)
語仕様が限定 されて しま う。や は り何 といって もきめ細 かな処理 プ ログラム
は アセ ソブラで コーデ ィング しなければ不可能の ようである。
アセンブラ1ま言語 プロセ ッサ のひ とつであ るが,逆 アセンブ ラはひ とつの
ユーザ処理 プログラムである程度にす ぎな く,ま た必ず とい って よいほ どメ
ー カー提供 の オペ レーテ ィング ・システムの中に含 まれ ていない。
アセ ンブラや コンパ イ ラは言語 プ ロセ ッサの入力デ ータである ソース ・プ
くの く　コ
ログラムを 読み 込 んで 翻訳 ・変換 し,オ ブジ ェク ト・プログラムを 出力す
る。 出力 され たオブジ ェク ト・プ ログラムはオペ レーテ ィソグ ・システムの
下では即実行可能 なマシ ン ・コー ドの プログラムにはな っていな くて,再 配
置可能(relocatab1e)で他 のプ ログラムと結合が可能な プログラム として一
般には二 次記憶装置上にあ る。
くわ
リンケージ ・エデ ィタで処理 され て実行可能(executable)なプ ログラム
にな るためには,オ ブジ ェク ト・プログ ラムは,フ ォー トラン,コ ボル,ア
センブラ等 の言語 プ ロセ ヅサの種類に関係 な く同 じ構造 になっていなければ
な らない。 オペ レーテ ィング ・システムの下では実行可能 なプ ログラムも二
次記憶装置上に作 られ る。それ を制御 プ ログラムの一部で ある ロ」ダが主記
くの
憶装置 の空 いてい る場所 に読み込んで きて,コ ソ トロールをそ のプログラム
に渡た し実行に入 る。すべ ての処理 プログラムは翻訳,結 合 ・編集,そ して
(3)オペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの サ ー ビスを 意 識 した とい う意 味 で使 用.
(4)例え ば マ ル チ ・タ ス ク間 の 同 期 の場 合 や 変 数 の ダ イ ナ ミッ クな割 り当 て の よ う
な オペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの サ ー ビスが な い 場 合 。
(5)DOS45(OKITAC-4500Cのナペ レー テ ィ ング ・シス テ ム の呼 び名)で は ソー
ス ・モ ジ ュー ル と呼 ん で い る.
(6)DOS45で は ナ ブ ジ ェ ク ト・モ ジ ュー ル と呼 ん で い る.
(7)実行 可 能 な プ ログ ラム の こ とを,DOS45で は ロ 一ー ド ・モ ジ=.一ル と呼 ん で い る.
(8)DOS45で は 指 定 した パ ァ テ ィシ ョ ン とい うこ とに な るが,制 御 プ ログ ラ ムが
ダ イ ナ ミッ クに定 め る場 合 の 方 が 一 般 で あ る。
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実行 とい う過程 を必ず通 る。 もちろん,実 行 可能な プ ログラム ・フ ァイルが
二 次 記憶 装置上 にkeepさ れていれぽ 翻訳,結 合 ・編集の 過程 は 省略で き
る。従 って,コ ソパイ ラ,ア セソブ ラ,ユ テ ィリテ ィ等 はユーザが提供を受
け た段階は実行可能な プログ ラムであ る。
アセソブラは ソース ・プ ログラムか らマシソ ・コー ドの プログラムを作成
したのに対 し,逆 アセンブ ラは マシン ・コー ドか らソース!プ ログラムに組
み替 え るプログラムのこ とであ り,組み替 えるこ とを逆 アセ ソブル(inverse
assemble)とい う。 こ れ らの 仕事 を す る ことを 逆 アセ ンブ リ(inverse
assembly)と呼ぶ。
逆 アセンブ ラが アセ ンブラと全 く逆 の動 作 をす ると考 え るとオブジ ェク ト
・プ ログラムを ソース ・プ ログラムに変換す ることになるが,実 際は主記憶
装置上の マシン ・プログラムを扱 うことが多 い。 しか し,オ ブジ ェク ト・プ
ログラムや実行可能 なプ ログラムの フ ァイル上 の構造が ユーザに公開 され て
いれば逆 アセ ンブルは可能であ る。 オ ブジ ェク ト・プ ログラムの場合,外 部
参照 シンボル,汎 用 シンボル及 び共通 領域は定義 されていないので人間が補
助 デ ータを入れ て指定 してや る必要 がある。
コンパ イ ラの出力 したマ シソ ・プログラムもアセンブ ラのそれ と同 じなの
で逆 アタンブル可能で ある。 コンパ イ ラの出力 したマシ ン ・プログラムの命
　の
令の種類はそれ ほ ど多 くな く,ま た変換に一定 の規則性があ るな らば逆 コン
パイル も可能であ る。 しか し,一 般 には現在 の コンパ イラは オプテ ィマイゼ
イ シ ョン(oPtimization)が多少施 こされ ているので,逆 コンパ イルは不 可
能で ある。 インタプ リータが 出力 した中間語は逆 アセンブラの入力デ ータ と
は な り得ない。 それ は逆 アセンブ ラがCPUの 命令語を処理 の対象 とす る処
理 プ ログラムだか らである。
アセンブラや コンパ イ ラは非生産的 なプ ログ ラム といわれ てい る。それ に
(9)筆者がOKITAC-5090H用に作成 したALGOLコ ンパイラでは,約200種の
命令があるにもかかわらず20種類ぐらいの命令しか使用していないオブジェク ト
・プログラムになった.
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対 してアセンブラや コンパ イ ラを使用 して作成 した処理 プ ログラムは生産的
な プ ログラムであ る。
オペ レーテ ィング ・システ ムの高度なサ ー ビスを使用 した プログラムは逆
アセンブル しに くい。例 えば オーバ ーレイ構造 のプ ログラムは実行時に一度
にすべ てのプ ログ ラムが主記憶装置上に ない ので,主 記憶装置上にない プ ロ
グラム部分を逆 アセソブルす るには特別の処 理が必要で あ る。
逆 アセンブラがオペ レーテ ィング ・システ ムの中に含 まれてい なか っ泣第
1の原因は,ア セ ンブ ラや コンパ イ ラでは必ず一定 の規則で マシン ・コ ・ード
に 変 換 され るの に対 して,逆 ア老 ンブラでは補助 データな しにほ どの ソース
・ステ ー トメン トに変換 して よいかわか らない。簡単な逆 アセンブラで はす
べ て命令 ステ ー トメン トに変換 している。 しか し,こ れでは逆 アセンブル ・
リス トの冗長 さが 目立 ち,ま た解読 しに くい原因 となって しま う。筆者が考
案 した逆 アセ ンブ ラでは この点に考慮が なされ,単 調な逆 アセ ンブル ・リス
トに変化 を与 えた。
第2に は,ユ ーザが電子計算機 システムの評価 の中に逆 アセ ンブ ラをいれ
てない ことであ る。第3に は,メ ーカーが逆 アセ ンブラ自体,ス パ イ ・プ ロ
く　の
グラムであ ることを知 っているか らであ る。制御 プログ ラムは主記憶常駐部
分 と非常駐部分 に分 け られ るが,前 者 の常駐部分 は逆 アセンブラの対 象 とな
り うる。
逆 アセンブル ・リス トを解読す るとい うこ とは非常に困難 な仕事で,筆 者
もい まさ らなが らアセンブラ語 の情報 ・意志伝達 の悪 さに驚 いている。 しか
し,マ シン ・プ ログラムか ら見 るとかな り改善 され てい るのに気づ く。
某大学デ ータ ・ステ ーシ ョンの通信制御 プログラム作成時に使用 された例
を掲げ る。 リモー ト・パ ッチのセ ンタ ・マシンはF社 の もので,そ の伝 送制
御手順 はほ とん ど公開 され ていなか った。 ところが,某 大学ではF社 の ミニ
コン用 の機械語の通信制御 プ ログ ラムを入手 したので,某 大学 のH社 の ミニ
⑩ 制御 プ ログ ラムをは じめ と して,シ ス テム ・プログ ラム類 はユ ーザ に非 公開で
あ る.
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コンにそれを使 用す るためにそ のマシン ・プ ログラムを逆 アセ ンブル し,F
社 の ミニ コンにあ ってヨ社 の ミニ コンにはない命令 をシ ミュレー ト・ル ーチ
ンを作 って シ ミュレー トした。
この種の変換 には筆者が非常に興味を示 したに もかかわ らず,セ ンタ ・マ
シン側 の伝送制御手順その ものの変更に際 し,某 大学では変換 した プログラ
ムを手直 しす る ことは非常に困難 だ った といっている。 これは極めて特殊 な
場合 で,F社 及びH社 の ミニ コンとい うことで,1語16bitsと い う語構 成
が類似 していたか らで きたのであ ろ う。
2.逆 アセ ンブラの作成
ここでは筆者がOKITAC-4500C用に作成 した 逆 アセンブラを紹介す る。
今 までの ものは筆者 の知 ってい る限 り,主 記億装置上の マシン ・プログラム
を逆 ア'センブル し,そ の結果をLP用 紙上に 印字す るものだ った。筆者 の意
図 した ところは逆 アセンブラにデバ ヅグの機能 をもたせ ると同時 に,逆 アセ
ンブ ラの 結果 を 再 アセンブル(re-assemble)する ことに よって も,も との
マシソ ・コー ドを得 よ うとす る ことにある。同時にそ うす ることに よってプ
ログラムの改良,改 変 をす るこ とを 目的 と してい る。今 日まで逆 アセソブラ
の結果を再 アセ ンブルす るとい う試みは なされていない。再 アセ ンブルのた
めに も,結 果 がLP用 紙上 に出るだけでな く,パ ンチ出力及び デ ィスク上に
フ ァイル と して作成 され る必要があ る。 プログラムは コマ ン ドで指定 された
くユ　ラ
処理 ル ーチ ンが起動 され る構造にな ってい る。
コンスタン ト・テー ブル
1要素は2語 で,指 定 ロケ ーシ ョンか ら何語 コンスタン トが続 いている と
い うことを システムに登録 してお くための もので,変 更 しない限 り128個登
録で きる。
⑪ ナーパーレイ構造にすることも可能であるが現在はプログラムの大きさもそん
なに大きくないので,単純構造のままである.
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10cation k length
10cation:1語,コン ス タ ン トの ロ ケ ー シ ョ ソ。
k:4bits,コ ン ス タ ン トの 種 類 。
0:ア ドレス ・コ ソ ス タ ン ト。
1:領 域 確 保 。
2:16進数 コ ン ス タ ン ト。
3:10進数 コ ン ス タ ン ト。
4:文 字 定 数 。
length:12bits,コン ス タ ン トの 長 さ 又 は 領 域 の 大 き さで 語 単 位 。
ラ ベ ル ・テ ー ブ ル
指 定 の ロ ケ 一ー・シ ョ ソ に ラベ ル が 立 っ て い る こ と を 示 す テLブ ル で,1要 素
4語 で あ る。 変 更 しな い 限 り64個分 用 意 して い る。
1・ati・nlCilc・c・ic41Csic6
10cation:1語,ラベ ル の ロ ケ ー シ ョ ン。
C1～C6:各8bits,6文 字 ま で の ラベ ル 。
ア ドレ ス 参 照 テ ー ブ ル
ア ドレ ス を 指 定 す る 命 令 の オ ペ ラ ン ド部 が 参 照 して い る ロ ケ ー シ ョ ン を 登
録 して お くテ ー ブ ル で あ る 。1要 素1語 で,変 更 され な い 限 り512個 分 用 意
して い る 。 大 き な プ ロ グ ラ ム を逆 ア セ ン ブ ル す る時 は,テ ー ブ ル を 変 更 して
大 き くす る 必 要 が あ る。
メ イ ン ・ル ー チ ン
●
シ ス テ ム ・イ ニ シ ャ リゼ イ シ ョ ソ を 行 な っ て コマ ン ド待 ち に な る だ け で あ
く　
る 。DDネ 一ー一ムINPUTとDKFILE以 外 のDCBのopen,先 行 動 作 の す
(13)
るLP出 力 と パ ン チ 出 力 のDECBを チ ャネ ル ・エ ン ドに す る 。 日付 け を 制
⑫ ⑬DOS45の 制御 エ リア.
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(14)'(15)
御 プ ログ ラ ム 常 駐 領 域 か ら取 り出 す 。 プ ロ グ ラ ム ・ス テ ー タ ス とペ ー ジ ・カ
ウ ン タ のclear,INPUTとDKFILE用 のopenフ ラ ブ をclearす る 。 そ
(16)
の 後 ジ ョブ 開 始 メ ッセ ー ジ を 印 字 し,コ マ ン ド待 ち に な る。 コ マ ン ド入 力 後
は コ マ ン ド ・チ ェ ッ ク ・ル ー チ ン を 通 っ て 各 コマ ン ド処 理 ル ー チ ン に 分 岐 す
る 。
コ マ ン ド ・チ ェ ッ ク ・ル ー チ ン
各 コ マ ン ドの 頭3文 字 で,第1テ ー ブ ル を サ ー チ す る 。 等 しい も の が な け
・ れ ば コ マ ン ド ・エ ラ ー と な る 。3文 字 を 越 え て 入 力 が あ っ た 時 は 残 りの 文 字
の ス ペ ル ・ヂ ェ ヅ ク を 行 な う。
例,PREOPERATIONコ マ ン ドで
(正)… …PRE,PREO,PREOPE,_…Q
(誤)… …PREP,PRETION,__。
1文 字 取 り咄 しサ ブ ル ー チ ン(GETONE)
GETONEはBufferア ドレ ス と 文 字 相 対 位 置 か ら 示 さ れ る1文 字 を,
AR1の 下8bitsに も っ て くる 。 パ ラ メ ー タ は
Xl:Bufferア ドレス,
AR2:0よ り始 ま る文 字 相 対 位 置
で あ り,結 果 はAR1に 入 り,Bufferの 内 容 や パ ラ メ ー タ の 内 容 は 変 らな
い 。 ～
1文字格納サ ブルーチン(PUTONE)
PUT6NEはAR1の 下8bitsの内容を,X1のBufferア ドレス とAR2
のOよ り始 まる文字相対位置で示 され る場所 に格納す るものであ る。指定位
置 のBufferの内容が変わ り,他 の位置やパ ラメータの内容は変わ らない。
■
⑭ マ ク ロ命 令 が な い ので 直 接load命 令 で 取 り出 して い る.本 来 な らば この よ う
な 方 法 は 許 され な い.
⑮1語 を使 用 し,bitOはset済 み フ ラグ,bit1はpreoperation済み フ ラグ
を 表 わ して い る.
⑯ 現 在,WTORマ ク ロ命令 を 使 用 して い る の で,入 力 は コ ン ソー ル ・タ イ プ ・
ライ ター の トラ ップ ・キ ー#1を 押 下 して,RPコ マ ン ドを 使 用 す る。
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ブ ラ ン ク ・カ ッ ト ・サ ブ ル ー チ ン(BLKCUT)
入 力 デ ー タ の 不 定 個 の ブ ラ ン ク を カ ッ トす る た め の サ ブ ル ー チ ン で,
GETONEを 使 用 して ブ ラ ン ク か 判 定 し,ブ ラ ソ クで な くな る ま でAR2を
1ず つ 上 げ て 繰 り返 え して い る。
10進数 判 定 サ ブ ル ー チ ン(DECSUB)
GETONEし た 文 字 が10進 数 の 時,AR1に は10進数 に 応 じて0～9が 入
り,Retumaddress十1に戻 る 。10進数 で な か っ た 時 はRetumaddressに
戻 る だ け で あ る 。
16進数 判 定 サ ブ ル ー チ ン(HSUBXR)
GETNOEし た 文 字 が16進数 の 時,AR1に は16進 数 に 応 じて0～Fが 入
り,Returnaddress十1に戻 る 。16進数 で な か っ た 時 はReturnaddressに
戻 る だ け で あ る 。
英 字 判 定 サ ブ ル ー チ ン(HANEIJ)
GETONE後 のAR1の 下8bitsが 英 字(A～Z)の 時,Returnaddress
+1に 戻 る。 英 字 で な か っ た 時 はReturnaddressに戻 る 。
英 数 字 判 定 サ ブ ル ー チ ン(HANEIS)
GETONE後 のAR1下8bitsが 英 数 字(A～Z。,O～9)の 時,Return
address+1に戻 る 。 英 数 字 で な か っ た 時 はReturnaddress、に 戻 る 。
バ ッ7ア 転 送 サ ブ ル ー チ ン(TRBUFF)
パ ラ メ ー タ は 被 転 送 バ ッ フ ァの ア ドレ ス と転 送 先 バ ッ フ ァの ア ドレス で,
カ ー ド1枚 分80文 字 の 転 送 が 行 な わ れ る。 こ の転 送 の 際,TAB処 理 とBS
(後退)の 処 理 が な さ れ て い る の で,紙 テ ー プや キ ー ・ボ ー ドよ りの 入 力 デ
ー タ の 処 理 に 使 わ れ る。
10進数 変 換 サ ブ ル ー チ ン(DECBIN)
1桁 以 上 の10進数 文 字 列 を1語 の バ イ ナ リに 変 換 す る。 パ ラ メ ー タ は
X1:Bufferア ドレス,
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AR2:文 字相対位置
で,処 理後X1は 不 変でAR2に は10進数で ない文字の 相対位置が入 る。
AR1に は変換 されたバ イナ リの値が入 る。10進数文字列 が なか った場合は
エ ラーとな る。
16進数変換サ ブルーチン(HEXABN)
1～4文 字の16進数文字列を1語 のバイナ リに変換す る。パ ラメータは
X1:Bufferア ドレス,
AR2:文 字相対位置
で,処 理 後AR1に バ イナ リが入 る。Xlは 不変で,AR2に は16進数で ない
文存 の相対位置が入 り,4文 字を越 えて16進数が現われた らエ ラーとなる。
10進数文字列作成サ ブルーチン(TODEC)
パ ラメータはAR1の バイナ リと格納 ア ドレスで,AR1の 値 を10進数文
字列に変換 して指定 ア ドレス以下に格納す る。変換後は符号つ きで6文 字に
な るので,3語 の領域 を確保 しておかなければ な らない。
16進数文字列作成サ ブルーチ ン(HEXAST)
AR1の ・ミイナ リを4文 字 の16進数文字列 に変換す る。 文字列はAR1～
AR2に 入 る。
S訂 コマン ド
システムに開始 ロケーシ ョンと終了 ロケーシ ョンを登録 し,他 の コマ ン ド
が入力可の状態 とな る。構文は
くの
SET一 × × × ×一 × × × ×¥
で あ り,一 は 不 定 個 の ブ ラ ン ク を 表 わ し,xxxxは4桁 以 内 の16進 数 で
あ る。
SETコ マ ン ド処 理 ル ー チ ン
SETま で は コ マ ン ド ・チ ェ ッ ク ・ル ー チ ン で チ ェ ッ ク 済 み で あ る の で,
⑰ 募 はキー ・ボー ド入力 の終 了 コー ドのTABで あ る.入 力 バ ッフ ァには実際
にはTAB以 降は24文字 まで ブ ラ ンクが制御 プ ログ ラムに よっていれ られ る.
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構 文 ど お り 一 × × × ×一 × × × × を チ ェ ッ クす る 。 こ れ らの チ ェ ッ ク方 法
は 他 の コ マ ン ドで も 同様 で あ る。 最 初 の 一 は ブ ラ ン ク ・カ ッ ト ・ル ー チ ン
を 使 用 し,次 の × × ×、× は16進数 変 換 サ ブ ル ー チ ン を 使 用 す る。・次 に 続 く
一x× × × も 同 様 に 繰 り返 え す 。 開 始 ロ ケ ・」シ ョン と 終 了 ロ ケ ー シ ョ ン 以
外 に 文 字 が な い か 調 べ た 後 で,シ ス テ ム に 開 始 ・終 了 ロ ケ ー シ ョン を 登 録 す
る。 各 テ ー ブ ル の 大 き さ は こ の 時 に セ ッ トす る。 最 後 に プ ロ グ ラ ム ・ス テ ー
タ ス をset済 み に して,メ イ ン ・ル ー チ ン に 戻 る。
ENDコ マ ン ド及 び 処 理 ル ー チ ン
構 文 は
END¥
で あ る。 こ の コマ ン ドで逆 ア セ ン ブ ラ の プ ロ グ ラ ム は 終 了す る。DDネ ー ム
がDKFILEのDCBがopen済 み の 時 はCLOSEマ ク ロ を 出 す 。 ジ ョ ブ
終 了 の メ ッ セ ー ジ を 印 字 して,プ ロ グ ラ ム をEOJに す る 。
MEMORYコ マ ン ド及 び 処 理 ル ー チ ン
MEM6RY一 × ×K¥
の構 文 を して い る 。 × × は64以 下 の10進数 で な け れ ば な らな い 。set済 み で
な い と受 け つ け られ な い 。 シ ス テ ム に 主 記 憶 装 置 の 上 限 の 値 を 登 録 す る コ マ
ン ドで あ る 。
テ ー ブ ル 変 更 コ マ ン ド及 び 処 理 ル ー チ ン ー
構 文 は
TABLELC/× × ×,L/× ×x,A/× × ×Pr
で あ る。 こ の コ マ ソ ドで も っ て シ ス テ ム 標 準 の テ ー ブ ル の 大 き さ を 変 更 す
る。 最 初 の 一 は ブ ラ ン ク ・カ ッ ト ・サ ブ ル ー チ ン を 使 用 し,C/,L/,A/は
GETONEし て はcompareequalすれ ば よい 。 × × × は10進数 変 換 サ ブ ル
ー チ ン を 使 用 して い る。 各10進 数 の 値 をa,b,cと す る と,テ ー ブ ル の 大 き
さ は2a,4b,cで あ る。 こ れ を 使 用 して 各 テ ー ブ ル の 開 始 位 置 と現 在 位 置 を
変 更 して い る。set済 み で な い'と受 け つ け られ な い 。
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MAP作 成 コマン ド及び処理ルーチン
MAP辞の構文で,こ の コマ ン ドは各 テーブルの内容を編集 して,DDネ ー
ムSYSLST上 にprintoutするものであ る。 コンスタン ト・テP-一・ブル,ラ
ベル ・テ 一ーブル,ア ドレス参照 テ ー ブル の順 に出力 され る。set済みでな い
と受けつけ られ ない。
デバ ッゲ用コマン ド及び処理ルーチン
CHECI(早の構文を してい る。この コマソ ドは指定 ロケーシ ョン内で,skip
命令の次の命令が2語 命令にな っていないか調べ る。 また命令語 のオペ ラン
ドの ア ドレスの指定 が実装 され てい る以上 の主記憶を指 していないか も調べ
る。 命令語でない 命令 ステ ー トメン トもないか 調ぺ,結 果は 警 告の 意味で
DDネ ームSYSLST上 にprintoutされ る。set済み でない と受 けρ け ら
れ ない。
メモ リ、・ダンプ用の コマン ド及び 処理ルーチ ン
構文 は
DUMP一 ××x× 一 ××××耳(1)
DUMP募 ②
であ る。(1)は指定 された ロケーシ ョシ内 の メモ リ ・ダンプ をす る。 ② は
SETコ マン ドで 指定 された ロケーシ ョン内 の メモ リ ・ダンプを とる。 ××
×× は16進数で ある。ダンプは編 集 され て,DDネ ームSYSLST上 にPrint
outされ る。set済みでない とこの コマン ドは受けつけ られ ない。 ロケーシ
ョンとロケ ーシ ョンの内容は16進数文字列作成サ ブル ーチ ンを使用す る。
テーブル作成 ・削除 コマン ド及び 処理 ルーチン
構文 は
く　　
ω隈 豊}尉耳
⑱{… …}は どち らか一方 を選 択す ることを表わ してい る.
、(2)
(3}
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の い ず れ か で あ る。 他 の コ マ ン ドよ りも 多 少 構 文 の 解 析 が 複 雑 に な る が,
一 は ブ ラ ン ク ・カ ッ ト ・サ ブ ル ー チ ンで 行 な い,× × × × は16進 数 変 換 サ
ブ ル"一…チ ンで 行 な う。 他 の 文 字 はGETONEと して はcorppareequalをと
れ ば よ い 。(1)は解 析 後,DDネ 一ームINPUTに 対 してREADマ ク ロを 出
す 。READ終 了 コ ー ドは1,2文 字 目が$$の も の で あ る。 テ ー ブ ル へ の
登 録,削 除 処 理 に は 後 述 の サ ブ ル ー チ ン が 使 用 さ れ て い る。k,lengthにつ
い て は 前 述 の も の で.Kの 種 類 は 数 字 で な く記 号 を 与 え,A,R,X,D,Cの
種 類 が あ り,そ れ ぞ れ ア ドレス ・コ ン ス タ ン ト,領 域 確 保,16進 数 コ ン ス タ
ン ト,10進数 コ ン ス タ ン ト及 び 文 字 定 数 で あ る 。1engthは10進 数 で な け れ
ば な らな い 。C、～C6は 英 字 か ら始 ま る ラベ ル で あ る 。 前 述 の 英 字 判 定,英
数 字 判 定 サ ブ ル ー チ ン を 使 用 して い る 。set済 み で な い と 受 け つ け られ な
く,コ マ ン ド実 行 後 は テ ー ブ ル の 内 容 が 変 わ っ て い る の で,pre6peration済
み の フ ラ グ はclearさ れ る 。
コ ン ス タ ン ト ・テ ー ブ ル ・サ ー チ ・登 録 ・削 除 サ ブ ル ー チ ン
(SRCONS,CREGSR,CDELSR)
コ ソ ス タ ン ト ・テ ー ブ ル の 操 作 を 統 一・す る た め に,サ ー チ に はsRcONS
を 使 用 し,CREATEコ マ ン ドで 登 録 す る 時 はCREGSRを 使 用 し,DEL-
ETEコ マ ン ドで 削 除 す る 時 はCDELSRを 使 用 して い る。 サ ー チ は 若 い ロ
ケ ー シ ョン の 方 か ら リニ ヤ ・サ ー チ し て い る。 コ ン ス タ ン トを 登 録 ・削 除 後
は ソ ー トを して 並 べ 変 え て,常 に 若 い ロ ケ ー シ ョ ソ は テ ー ブ ル の 初 め の 方 に
も っ て い っ て い る。 テ ー ブ ル の 大 き さ はTABLEコ マ ン ドで 変 更 で き る の
で,温 れ た 時 使 用 し な け れ ば な らな い 。
ラ ベ ル ・テ ー ブ ル ・サ ー チ ・登 録 ・削 除 サ ブ ル ー チ ン
(SRLABL,LREGSR,.LDELSR)
以 上 の3つ の サ ブ ル ー チ ン で も っ て ラベ ル ・テ ー ブ ル の 操 作 を 統 一 して い
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る。 ラベル ・テーブルは常に若 い ロケーシ ョソの ものが最初 の方に あ り,リ
ニヤ ・サーチでサ ーチされ る。CREATEの 時LREGSRを 使 用 して ラベル
が登録 され,DELETEの 時LDELSRを 使用 して ラベルを削除す る。 テー
ブルの次に登録 ずる位置が,テ ーブルの上限値を越 えていた らエ ラーとな る
ので,そ の時 は コマ ン ドで変更 しなければ な らない。
PREOPERATtONコマン ド
構 文は
PREOPERATIONPr
ヒ
であ る。 この コマン ドは本逆 アセンブラにユ ニークな ものであ る。逆 アセン
ブル の結果に ラベルを立てるために設け られ た もので,指 定 ロケーシ ョン内
のア ドレスを指定す る命令 のオペ ラン ドが参 照 してい るア ドレスを,ラ ベル
・テーブルの ロケーシ ョンとコンスタン ト・テーブルのそれ を参考に しなが
ら,ア ドレス参照 テーブルを作 り上げ てい く。逆 アセソブル ・リス トを出力
す る前に本 コマン ドを実 行 しておか ない とな らない。本逆 アセンブ ラの中核
は この コマ ン ドである。
ア ドレス参照テー ブル ・サ ーチ ・登録サ ブルーチン
(SRADDR,AREGSR)
テ ドレス参照 テーブルを統一的 に操作す るために設け られ たサ ブル ーチ ン
であ る。PREOPERATIONコ マ ン ド処理中に 使用 され,登 録後は ソー ト
され て若 い ロケーシ ョン順に並 べ変え られ る。 サ ーチ方法は リニヤ ・サ ーチ
を使 用 している。OKITAC-4500Cの1命令あた りの実行速度がかな り速 い
ので,普 通 の指定 である と数秒以 内でサ ーチが終了す る。
PREOPERATION処理ルーチ ン
PREOPERATIONの処理 のフ ローを 図2.に 掲げ る。終 了かの判定は,
ロケーシ ョン ・カウンタの値が終 了 ロケーシ ョン より大 き くな った時点で あ
く　
る 。 コ ン ス タ ン トの 中 で も ア ドレ ス ・コ ン ス タ ン トだ け は ア ドレス 参 照 命 令
⑲OKITAC-4500Cの命令語 の形 式につ いてはOKITAC-4500C中央 処理 装置
マニ ュアルを参照 の こと.
5吐
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と同等 に扱 う。 ア ドレス参照命令以外 は常 に1語 命令で ある。 ア ドレス参照
命令 で もDパ ー トが2以 上の時,1語 命令である。SCC修 飾 の相対指定は
2種類 あ って,SCC+nの 時は ロケー.ションに命令のDパ ー トのnを そ の
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ま ま加え るだけで よいが,SCC-nの 時はDパ ー トのnは2の 補数を とっ
てか ら加 える とよい。
逆 アセンブル結果出力 コマン ド
構文は
〈コマ ン ド〉一〈初期値〉,〈増分値〉,〈文字列〉計
で あ り,〈コマソ ド〉に は,LIST,PUNCH,L&P,DASDの4種 類が ある。
初期値,増 分値 及び文字列 の組み合わせでID-SEQがつけ られ る。〈初期値〉
と 〈増分値〉は10進数で,〈文字列〉 は引用符"で 囲まれた4文 字以内の文
字列 である。73～80カラムに8桁 のsequencenumberが先に入 り,そ の上
に被 さって文字列 が73カラム よ り入 る。文字列が空 の時 はsequencenumber
だけ とな る。 出力 コマ ン ドは プ ログラム ・ステータスがPre6peration済み
にな っていない と受 けつけ られ ない。LISTは逆 アセンブルの結果 をDDネ
ームSYSLST上 にprintoutする。PUNCHは 結果 をLABELか らID-
SEQま での80文字分,DDネ ームSYSPCH上 にpunchoutする。L&P
はprint&punchoutする。DASDは パ ンチ出力をDDネ ームDKFILE
に ブ ロック化 して出力す る。再 アセンブル の時に未定義記 号があ るとエ ラー
に な るので,本 システムではSTARTス テー トメン トのあ とに,未 定義記
号をEQUス テー トメン トを挿入 して宣言 している。 プ ログ ラムの終 りには
ENDス テー トメン トを置 いて,再 アセンブルの終 了位置を表 わ している。
デ ィス ク上に逆 アセ ンブル の結果を出力で きる よ うに した ので,ソ ース ・プ
ログラム並みにEDITORで 修正がで きる。
結果出力ルーチ ン
く　 ラ
各 コマン ド毎 の入 口を もってい るが,ス テータス ・フラグを設け て同一処
理 ル ーチ ンを使用 している。共通処理部の概略 の フローを 図3.に 掲げ る。
⑳1語 を使 用 し,bitoか らbit7ま で を 次 の 意 味 に 使 用.bitoはLISTフ ラ
グ,bit1はPUNCHフ ラ グ,bit2はDASDフ ラ グ,bit3はENDフ ラグ,
bit4はSTART済 み フ ラ グ,bit5はEQU済 み フ ラグ,bit6はEND済 み
フ ラ グ及 び1)it7は コ ンス タ ン ト処 理 中 フ ラグ で あ る.
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共通処理
初 期 化
ラ イ ン ・カ ウ ン タ を
1上 げ る
1行 編{9
END
エデイ ト・バ ッフア
の 内容 を印 字
す る
エデイト・バ ッフアの80
文 字 をパ ンチす る
DASDカ ウンタ
の内容?
エデイ ト・バ ッファの80文字 を
DASDエ リァに転 送 す る
DASDガ ウ ン タ を
1上 げ る
DASDエ.リア
をDASDに
WRITEす る
Printout
ヘ ッダー1と
ヘ ッダー2
DASひ エ リア を
ク.リヤ ーす る
DASDカ ウンタの内容
を0に す る
図3逆 アセンブラ出力共通処理部分概略図
初 期 化 で は,DASDフ ラ グ がonな らばDKFILEのDCBをopenす る 。
そ してDASDエ リ ア をclearし,DASDカ ウ ン タ を0に す る。 ラ イ ン ・
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カ ウ ン タ と コ マ ン ド内 で 有 効 な コ マ ン ド ・ トー タ ル ・ペ ー ジ ・カ ウ ン タ を 共
に0に す る 。BOX1で は ペ ー ジ 関 係 の カ ウ ソ タ類 を1上 げ,ヘ ッダ ー1の
編 集 を 行 な う。 ペ ー ジ は10進数 文 字 列 作 成 サ ブ ル ー チ ン を 使 用 す る。 ヘ ッ ダ
ー2は 各 コ マ ン ド毎 の デ ィテ イ ル ・ヘ ッダ ー で,出 力 コ マ ソ ドの 時 は ロ ゲ ー
シ ョ ン の 位 置,そ の 内 容 の 位 置,ラ イ ソ番 号 の 位 置,ラ ベ ル の 位 置,オ ペ レ
ー シ ョ ン の 位 置 ,オ ペ ラ ン ドの 位 置 及 びID-SEQの 位 置 を 表 わ して .V・る ・
DASDエ リア は カ ー ドに して6枚 分 で あ る。1行 編 集 サ ブ ル ・一チ ン の 概 略
の フ ロ ー を 図4.に 掲 げ る 。START,END,EQU及 び コ メ ン ト ・ス テ ー ト
メ ン トに は,ロ ケ ー シ ョン と そ の ロ ケ ー シ ョ ソ の 内 容 は 必 要 な い の で,16進
数 文 字 列 作 成 サ ブ ル ー チ ソ を 使 用 しな い 。 ラ イ ン 番 号 は10進 数 文 字 列 作 成
サ ブ ル ー チ ソ を 使 用 す る 。 命 令 ス テ ー トメ ン ト作 成 の 中 核 と な る 部 分 は,
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PREOPERATION処理 ル ーチ ンの それ と類似 してい る。 最後にID-SEQ
め処理 をす る。最初に8桁 の10進i数文字列を指定場所 にPUTす る。次に文
字列が あれば,指 定個数PUTONEを 使用 して格納す る。editBufferは
130文字分用意 してあ るが,PUNCHとDASDの 場合 は80文字分 の転送 し
か行 なわれ ない。
3.逆 アセ ンブ ラの応用
比較的小 さな プ ログラムに関 してはかな り改善 された ソース ・リス トが得
られたが,大 きな プ ログラムや テ ーブル類の多い プログラムは,か な りの回
数逆 アセンブルす る必要が あった。 実際のrunで はOKITAC-4500Cのオ
ペ レーテ ィング,シ ステムは2つ のジ ョブが同時 に動作で きるので,1パ ァ
テ ィシ ョンに逆 アセンブラを入れ,他 パ ァテ ィシ ョンに対象 とす るプ ログラ
ムを 入れて 逆 アセンブルを 行な った。 逆 アセンブル され る プ ログラム は,
wait状態 となっている必要 があ った。
筆者 は現在,オ ペ レーテ ィング ・システムの制 御 プログラムを逆 アセンブ
ル している。 これはいずれ の機会に別に発表 したい と思 っている。
